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※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

衛生自治会においても同様の補助を行っているため、事業の統廃合を検討する必要がある。

補助率について、コンポストは10割、電動処理機は7割である。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

ごみの排出量（特に生ごみ）の減量化につながる事業であり、ある程度の効果は見込まれるところ

である。しかし、コンポストについては活用できる対象者が狭まってしまう可能性がある。また、

衛生自治会でも同様の補助制度を設けて並行して推進している。積極的に利用する市民にとっては

並行して補助することが評価されている。

2020年度方向性 生ゴミの減量化により、排出ごみの減少、環境衛生や環境美化の意識啓発を行う。

事業の意図 生ごみの減量と堆肥化によるリサイクルを実践してもらう。

事業の実績

と

成果

取組内容
生ごみ処理機器を設置するものに対し、補助金を交付し、家庭から排出される生ごみの減量

化とごみ減量意識の高揚を図った。（広報紙等で周知）

成　果

広報紙での周知した。

コンポストの基数は前年度より減少(20基→15基)、電動生ゴミ処理器に関しても前年度より

減少(3基→2基)

事業名 ごみ減量化推進事業 総事業費 155 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 快適な生活環境の整備

基本事業名 適正な廃棄物処理


